
※本資料は百万円未満を切り捨てて表示してあります。

◇ 2019年度 第2四半期決算概要

◇ 中期３ヶ年計画 フォワード３０４ 進捗報告

◇ 2019年度 計画概要



ＣＨＵＥＴＳＵ ＰＵＬＰ＆ＰＡＰＥＲ

業績概要 【連結】

２０１８年度
第2四半期累計

２０１９年度
第2四半期累計

増 減

売 上 高 ４５，５０３ ４７，９２２ ２，４１９

営 業 利 益 ▲８７８ ８０９ １，６８７

経 常 利 益 ▲６１２ ８１０ １，４２２

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益

▲４９２ ５３１ １，０２３

単位：百万円

1

R O E ( ％ ) ▲１．０ １．１ ２．１

為 替 レ ー ト （ 円 / U S $ ） １０９．６ １０９．３ ▲０．３

減 価 償 却 費 （ 百 万 円 ） ３，９８６ ３，６２７ ▲３５９

連 結 子 会 社 数 ８ ８ ０

持 分 法 適 用 会 社 数 ８ ６ ▲２

※1 王子製袋（青島）、上海東王子包装

（※1）



ＣＨＵＥＴＳＵ ＰＵＬＰ＆ＰＡＰＥＲ

セグメント別損益

紙・パルプ
製造事業

発電事業 その他 調整額 合計

２ ０ １ ８ 年 度
第 2 四 半 期

売 上 高 ３９，８７２ ３，４７９ ９，２２４ ▲７，０７３ ４５，５０３

セ グ メ ン ト
損 益

▲１，６０８ ７１３ ▲３５ ５２ ▲８７８

２ ０ １ ９ 年 度
第 2 四 半 期

売 上 高 ４２，０５０ ３，４８０ ９，５８３ ▲７，１９２ ４７，９２２

セ グ メ ン ト
損 益

１６２ ５９６ １４ ３７ ８０９

増 減

売 上 高 ２，１７８ １ ３５９ ▲１１９ ２，４１９

セ グ メ ン ト
損 益

１，７７０ ▲１１７ ４９ ▲１５ １，６８７

単位：百万円

2
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連結営業利益増減内訳

3

２０１８年度

第2四半期累計

２０１９年度

第2四半期累計

原燃料価格

▲７

数量差

▲２

▲９億円
減価償却費

＋４

コストダウン

＋２

その他

▲２

８億円
ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 1

抄紙ｺｽﾄ 1

売電

▲１

販売価格

アップ

＋２２

関係会社他

＋１
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連結キャッシュフロー

２０１８年度
第2四半期

２０１９年度
第2四半期

増 減

営 業 活 動 ２，４９５ １，６７０ ▲８２５

投 資 活 動 ▲１，３５４ ▲２，８１３ ▲１，４５９

財 務 活 動 ▲１，３５３ ▲５２１ ８３２

現 金 及 び 現 金 同 等 物 残 高 ４，５４５ ４，２５３ ▲２９２

単位：百万円

投資活動内訳（億円）

税金等調整前四半期純利益 ６、減価償却費 ３６、売上債権の減少 ２２、

有形固定資産取得 ▲３２、短期貸付金の回収 １、長期貸付金の回収 ３、 他

営業活動内訳（億円）

財務活動内訳（億円）

短期借入金調達 ８、長期借入金調達 １７、長期借入金返済 ▲２７、

4

配当 ▲３ 他

棚卸資産の増加 ▲１０、仕入債務の減少 ▲３２、 他
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有形固定資産増減明細 【連結】

期 首
残 高

増 加
減 価
償 却

除却等
期 末
残 高

増 減

中 越 パ ル プ 56,012 2,643 3,438 31 55,186 ▲826

連 結 子 会 社 3,369 932 137 - 4,164 795

（ 連 結 調 整 ） ▲1,731 95 ▲10 - ▲1,626 105

合 計 57,650 3,670 3,565 31 57,724 74

単位：百万円

主なる増加の内訳

5

2017年度（実績） ４８億円

2018年度（実績） ４２億円

2019年度 ６８億円

2020年度 １０６億円

合 計 ２６４億円

設備投資計画の概要

・川内工場 ６ＲＢ水冷壁更新 １０億円

●戦略投資案件の発掘を行う。

※2019～2020年度

マプカ製造設備建設 35億円を含む。
CNFパイロットプラント建設 24億円

・中越エコプロダクツ
マプカ製造設備建設 ８億円
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有利子負債 【連結】

6

単位：百万円
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計画概要 【連結】
単位：百万円

売上高推移 営業利益推移

計画 計画

7

２０１８年度
実績

２０１９年度
計画

増 減

売 上 高 ９６，７１６ ９９，６００ ２，８８４

営 業 利 益 ▲３９７ ２，４００ ２，７９７

経 常 利 益 １２１ ２，３５０ ２，２２９

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

７２１ １，３００ ５７９

R O E ( ％ ) １．５ ２．７ １．２

為 替 レ ー ト （ 円 / Ｕ Ｓ ＄ ） １１０．９ １０８．７ ▲２．２

減 価 償 却 費 ７，９７９ ６，９６９ ▲１，０１０
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連結営業利益増減内訳（計画）

２０１８年度

実績

２０１９年度

計画

8

▲４億円

２４億円

原燃料価格

▲６

ﾊﾟﾙﾌﾟｺｽﾄ +3

ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ +4

抄紙ｺｽﾄ他 +1

数量差

▲７

販管費

▲２

減価償却費

＋１０

その他

＋３

固定費

▲３

コストダウン

＋８

販売価格

アップ

＋２５



ＣＨＵＥＴＳＵ ＰＵＬＰ＆ＰＡＰＥＲ

セグメント別損益（計画）

紙・パルプ
製造事業

発電事業 その他 調整額 合計

２ ０ １ ８ 年 度

売 上 高 ８５，０３４ ６，９２６ １９，４７６ ▲１４，７２０ ９６，７１６

セ グ メ ン ト
損 益

▲１，９８２ １，３１５ １６２ １０８ ▲３９７

２ ０ １ ９ 年 度
（ 計 画 ）

売 上 高 ８７，６００ ７，０００ ２０，０００ ▲１５，０００ ９９，６００

セ グ メ ン ト
損 益

８５０ １，３００ １５０ １００ ２，４００

増 減

売 上 高 ２，５６６ ７４ ５２４ ▲２８０ ２，８８４

セ グ メ ン ト
損 益

２，８３２ ▲１５ ▲１２ ▲８ ２，７９７

単位：百万円

9



2018年度 2019年度 2020年度

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ
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フォワード３０４ 事業戦略ロードマップ

10

パルプ事業

拡大

ﾅﾉﾌｫﾚｽﾄ
事業

拡大・発展

合弁事業
への参画

不動産の
有効活用

ラインナップ拡充
に向けて設備設置 稼働開始

稼働開始

断熱シート事業 検討

検討 実行

建設計画化

高機能CNFﾊﾟｲﾛｯﾄﾌﾟﾗﾝﾄ建設設置

（2021年4月稼働）

高機能CNFﾊﾟｲﾛｯﾄﾌﾟﾗﾝﾄ

CNF樹脂展開強化（PDPを用いたマスターバッチ品の開発）

2019年10月着工、2020年秋竣工
食品トレイ事業 マプカ製造設備

設計・検討
合弁会社設立
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フォワード３０４ 取り組み状況①

11

◎パルプ事業拡大の取り組み

・2019年度のパルプ販売数量については、

川内工場の停止が長期間であったことや、

パルプ市況の悪化により、対前年と比較し減少。

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q 下期

見通し

・パルプ販売数量推移（千トン）

2017 2018

・LBKP 市況推移

2019

計画
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フォワード３０４ 取り組み状況②

12

●高機能セルロースナノファイバー パイロットプラント建設計画

※計画概要

生産能力 ： 年間約６０㌧

①疎水化CNF 「nanoforest－M」品のパイロットプラント（2021年稼働予定）

②高解繊CNFの量産化設備（2021年4月稼働予定）

③CNF100%成形体品のパイロットプラント（2022年稼働予定）

設置場所 ： 高岡工場内（富山県高岡市）
投資総額 ： 約２４億円

延床面積 ： 約１，６５０㎡

◎ナノフォレスト事業展開

これまで進めてきた、高機能ＣＮＦ品開発について高機能性の確立を達成したため、

量産化へ向けたパイロットプラントの建設を決定。

２０２１年４月稼働予定

さらに、ＣＮＦ樹脂（ＰＤＰ）を用いたマスターバッチ品の開発展開、

高機能ＣＮＦを新たに製品ラインナップに加えることにより、

「nanoforest®」商品群の幅を広げ、営業展開の強化を図る。

そして、ＣＮＦ樹脂展開強化設備の増強を図る計画。
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フォワード３０４ 取り組み状況③－１

13

◎合弁事業への参画

富山県 高岡工場内に製造設備を設置

※計画概要

「MAPKA®」は㈱環境経営総合研究所の登録商標です。

・プラスチック使用量を大幅削減する新素材MAPKA®（マプカ）

鉄骨 2階建て建屋、延床面積 6,612㎡

マプカシート生産能力 年間12,000㌧

投資総額 約３５億円

建築面積 5,530㎡、敷地面積 8,450㎡

２０１９年１０月 着工、２０２０年秋 竣工予定

①食品トレイ用マプカシート
⇒惣菜や弁当に使われている使い捨てプラスチック容器の代替えとして、

プラスチック使用量の削減に貢献。

②酸素バリア性マプカシート

⇒今回新たに酸素バリア性を有するマプカシートを新工場にて製造予定。

長期常温保存目的の食品向け、非常食への展開を計画。
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フォワード３０４ 取り組み状況③－２

14

・新工場外観イメージ

MAPKA🄬製品画像提供 ㈱環境経営総合研究所

・2019年9月26日 起工式開催

①紙パウダーの製造 ②紙パウダーと

合成樹脂を混合

③シート製造設備にて

MAPKA®シートを製造・販売

④食品トレイとして利用
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2017年度

実績
３０億円

2020年度末

収益基盤

フォワード３０４ 連結営業利益 進捗

◇ 営業利益目標 ２０１７年度実績対比

▲１２億円

【計画】

原燃料価格▲２０

売電▲１

その他▲３

数量差▲９
販売価格＋２０

減価償却費＋９

固定費＋８

ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ＋４

▲４億円

2018年度

実績

原燃料価格▲６

数量差▲７

販管費▲２

固定費▲３

２４億円

2019年度

計画

ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ＋８

減価償却費＋１０

販売価格＋２５

15

その他＋３
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主要原燃料価格の推移

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019上 2019下

米国・ダグラスファー（Ｎ）　 1.3倍
ベトナム・アカシア（Ｌ）      1.1倍

新聞古紙　　　　　　　　　　　1.5倍
ラテックス　　　　　　　 　　　1.3倍
C重油                         1.2倍
石炭　　　　　　　　　　　 　　1.5倍

苛性ソーダ　　　　　　　　 　1.5倍

16

見通し

●2019年度上期 原燃料価格 （2009年度対比）

為 替 ＋１．０円/US$ ▲４０

重 油 ドバイ＋＄１．０/BBL ▲２０

新 聞 古 紙 ＋１．０円/ｋｇ ▲６０

●影響額 （単位：百万円／半期）


